
青梅街道

小川用水

子ども
キャンプ場

立川
通り

十
二
小
通
り

十
二
小

文

大
け
や
き

道
公
園

玉川上水

武蔵野美術大学

朝鮮大学校
小平西高校

区域概略図

区　域

十二小通学路

美
大
通
り

大
け
や
き
道

Ｎ

消防署 小川寺

文

文
文

市
で
は
、
昭
和
45
年
か
ら
２

次
に
わ
た
り
長
期
総
合
計
画
を

策
定
し
、
ま
ち
の
将
来
像
を
定

め
総
合
的
、
計
画
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、
下
水
道
普
及
率
１
０

０
％
早
期
達
成
や
栄
町
地
区
・

小
川
西
町
地
区
の
土
地
区
画
整

理
事
業
、
花
小
金
井
駅
南
口
広

場
の
整
備
と
南
口
の
開
設
な
ど

の
都
市
基
盤
整
備
を
は
じ
め
、

市
民
文
化
会
館
、
小
平
ふ
る
さ

と
村
、
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

の
充
実
、
地
域
セ
ン
タ
U
な
ど

文
化
施
設
の
整
備
を
含
め
各
種

の
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。新

し
い
長
期
総
合
計
画
（
基

本
構
想
・
基
本
計
画
）
は
、
現

在
の
二
次
に
あ
た
る
長
期
総
合

計
画
が
平
成
17
年
度
（
２
０
０

５
年
度
）
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
第
三
次
の
長
期
総

合
計
画
と
し
て
、
平
成
18
年
度

（
２
０
０
６
年
度
）
以
降
の
市

の
あ
る
べ
き
姿
ま
た
は
進
む
べ

き
目
標
を
定
め
、
そ
の
実
現
の

た
め
の
基
本
的
な
施
策
を
示
す

も
の
で
、
行
政
を
進
め
る
う
え

で
最
も
重
要
な
計
画
の
ひ
と
つ

で
す
。

21
世
紀
に
入
り
大
き
な
時
代

潮
流
の
中
の
計
画
づ
く
り
に

は
、
今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た

成
果
を
踏
ま
え
、
残
さ
れ
た
課

題
や
新
し
い
課
題
に
対
し
て
、

今
ま
で
以
上
に
積
極
的
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
新
し
い
長
期
総
合
計

画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
く
こ
と

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
す
で

に
昨
年
度
で
は
、
今
後
の
計
画

づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

「
市
政
に
関
す
る
世
論
調
査
」

を
実
施
し
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の

小
平
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た

ち
の
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
案

を
い
た
だ
く
た
め
の
、
小
学
６

年
生
、
中
学
２
年
生
を
対
象
と

し
た
市
制
40
周
年
記
念
事
業
と

し
て
の
「
子
ど
も
議
会
」
を
開

催
、
高
校
生
を
対
象
に
「
市
政

モ
ニ
タ
U

」
を
実
施
し
ま
し

た
。今

後
は
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
た
め
に
市
内
東
部
・
中

央
部
・
西
部
の
会
場
で
開
催
す

る
「
小
平
市
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
や
、
よ
り
積
極
的
に
継
続

し
て
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た

だ
く
た
め
の
「
ワ
U
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
小
平
市
ま
ち
づ
く
り
会

議
」
の
開
催
の
ほ
か
、
小
・
中

学
生
を
対
象
と
し
た
「
市
政
モ

ニ
タ
U
」
、
計
画
づ
く
り
の
段

階
で
ご
感
想
や
ご
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

き
」
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
随
時
ご
提
言
を

募
集
し
、
小
平
市
ホ
U
ム
ペ
U

ジ
な
ど
を
通
じ
て
、
情
報
提
供

を
行
い
、
身
近
で
広
い
範
囲
の

皆
さ
ん
よ
り
多
く
の
メ
ッ
セ
U

ジ
を
い
た
だ
く
た
め
の
機
会
を

用
意
し
て
い
く
予
定
で
す
（
右

表
参
照
）。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

企
画
財
政
部
計
画
調

整
ò
042
（
３
４
１
）
１
２
１
１

内
線
２
１
６
０

次
の
fl
‡
に
該
当
す
る
方
の

請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

fl
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

次
に
該
当
す
る
方
は
、
弔
慰

金
・
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

対
　
象

昭
和
12
年
７
月
７
日

以
後
の
公
務
傷
病
等
に
よ
り
fl

昭
和
16
年
12
月
８
日
以
降
平
成

13
年
３
月
31
日
ま
で
に
死
亡
さ

れ
た
方
の
遺
族
‡
重
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
方
·
重
度
の
障

害
の
状
態
に
あ
っ
た
方
の
遺
族

支
給
内
容

fl
か
·
に
該
当
す

る
方
は
弔
慰
金
２
百
60
万
円
、

‡
に
該
当
す
る
方
は
見
舞
金
な

ど
４
百
万
円

請
求
期
間

平
成
16
年
３
月
31

日
ま
で

問
合
せ

福
祉
計
画
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
３
７

第三次長期総合計画策定の仕組み　　　　

第三次
長期総合計画
基本構想
(15年間)

第三次長期総合
計画・前期
基本計画
(10年間)

第三次長期総合
計画・後期
基本計画
(５年間)

西暦(和暦) 基本構想 基本計画

2006年度
(平成18年度)

2015年度
(平成27年度)

2020年度
(平成32年度)
※　　　の部分を策定します。

※子ども議会、絵画・作文の募集、市政モニター、
市政に関する世論調査は、実施中または実施済み。

ご意見・ご提案をいただく場
◆小平市まちづくり懇談会
　　市内３か所で、どなたでも参加できる懇談会
　を11月から実施します。
◆ワークショップ・小平市まちづくり会議
　　公募市民によるワークショップを平成16年１
　月～９月に実施し、意見書や提案書にまとめ、
　市長への提出を目指します。
◆市民意見提出手続き（パブリック・コメント手
　続き）
　　発表された計画案の内容について、市民の皆
　さんに自由に意見を述べていただきます。
◆提案・提言の募集
　　市民の皆さんを対象に随時、提案や意見をい
　ただきます。

平成18年度（2006年度）からの

多彩なご意見やご提案をお待ちしています

第三次長期総合
計画を策定します
第三次長期総合第三次長期総合
計画を策定します計画を策定します
第三次長期総合
計画を策定します
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今月の

10月

◇
国
民
健
康
保
険
税
（
第

４
期
）
の
納
期
限
…
10
月

31
日

※
納
付
は
、
納
期
限
内
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
は
、
便
利
で
納
め

忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
市
民
税
・
都
民
税
の
普

通
徴
収
（
第
３
期
）
の
納

期
限
…
10
月
31
日

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整

理
組
合
の
施
行
地
区
と
な
る
べ

き
区
域
の
関
係
図
書
を
縦
覧
し

ま
す
。

区
域
内
の
宅
地
で
未
登
記
の

借
地
権
の
あ
る
方
は
、
11
月
20

日
（
木
）
ま
で
に
、
借
地
権
の

種
類
・
内
容
を
書
面
に
し
て
問

合
せ
先
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

地
区
の
所
在
地

小
川
町
一
丁

目
の
一
部

縦
覧
期
間

11
月
４
日
（
火
）

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
。

縦
覧
場
所

開
発
第
一
課
窓
口

問
合
せ

開
発
第
一
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
５
８

音
順
）。

▽
上
原
修
代
、
荻
原
薫
、
下
村

和
郎
、
¸
木
亮
教
、
¸
津
佳
子
、

¸
橋
和
栄
、
徳
田
正
之
、
中
山

康
子
、
前
典
子
、
松
永
和
子

問
合
せ

保
育
課
ò
042
（
３
４

６
）
９
５
９
４

最
近
、
第
三
者
が
本
人
に
な

り
す
ま
し
て
、
本
人
の
知
ら
な

い
間
に
婚
姻
届
な
ど
の
届
出
が

な
さ
れ
る
と
い
う
虚
偽
の
戸
籍

届
出
事
件
が
全
国
的
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
第
三
者

に
よ
る
虚
偽
の
届
出
を
防
止

し
、
戸
籍
の
信
頼
性
を
確
保
す

る
た
め
、
11
月
１
日
か
ら
、
戸

籍
の
届
出
の
際
に
身
分
証
明
書

な
ど
を
提
示
い
た
だ
き
、
本
人

確
認
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
身
分
証
明
書
な
ど
を

お
持
ち
で
な
い
方
で
も
届
出
は

で
き
ま
す
が
、
当
日
は
、
本
人

確
認
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
後

日
、
届
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
受

理
連
絡
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
本
人
確
認
の
対
象
と
な
る
戸

籍
届
出

婚
姻
届
、
協
議
離
婚
届
、
養

子
縁
組
届
、
協
議
養
子
離
縁

届
、
転
籍
届
の
５
種
類

▽
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証

明
書
な
ど
は

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
U

ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
U

ド

（
写
真
付
き
）
な
ど
本
人
の
氏

名
が
記
載
さ
れ
、
顔
写
真
付
き

の
官
公
署
が
発
行
し
た
証
明
書

で
す

問
合
せ

市
民
課
ò
042
（
３
４

６
）
９
５
２
０

小
平
市
環
境
審
議
会
は
、
小

平
市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い

て
設
置
さ
れ
、
環
境
の
保
全
な

市
で
は
、
花
小
金
井
駅
北
口

の
整
備
に
伴
い
、
地
区
の
色
彩

に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
ま

す
。花

小
金
井
駅
北
口
の
駅
前
に

新
し
く
で
き
る
建
物
は
、
地
区

全
体
と
の
調
和
を
図
り
暖
色
系

の
明
る
い
色
彩
に
し
て
、
親
し

ま
れ
る
空
間
を
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
、
花
小
金
井

な
ら
で
は
の
個
性
あ
る
色
彩
と

し
て
の
テ
U

マ
カ
ラ
U

を
作

り
、
ま
ち
に
来
る
人
た
ち
に
メ

ッ
セ
U
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
花
小
金
井
に

ふ
さ
わ
し
い
テ
U
マ
カ
ラ
U
を

い
っ
し
ょ
に
探
し
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

10
月
25
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

小
平
第
五
小
学
校
視

聴
覚
室

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
　
容

講
演
と
ワ
U
ク
シ
ョ

ッ
プ

講
　
師

吉
田
慎
悟
さ
ん
（
色

彩
計
画
家
）

主
　
催

小
平
市
、
都
市
基
盤

整
備
公
団
、
小
平
市
職
員
自
主

研
究
グ
ル
U

プ
（
べ
U

ぷ
ら

ん
）

問
合
せ

開
発
第
二
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
９
２

と
　
き

10
月
28
日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ

市
役
所
３
階
３
０
１

会
議
室

予
定
案
件

生
産
緑
地
地
区
の

変
更

定
　
員

７
人

申
込
み

当
日
の
午
後
１
時
30

分
か
ら
問
合
せ
先
で
受
け
付
け

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

問
合
せ

総
合
計
画
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
５
４

市
の
今
後
の
保
育
サ
U
ビ
ス

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
、
市
民

の
公
募
委
員
を
含
む
10
人
の
懇

談
会
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

懇
談
会
の
設
置
は
平
成
17
年
３

月
ま
で
で
す
（
敬
称
略
　
五
十

環

境

審

議

会

委

員

決

ま

る

ど
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
調

査
・
審
議
し
ま
す
。

９
月
１
日
付
で
、
審
議
会
委

員
に
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
２
年
間
で
す
（
敬

称
略
　
五
十
音
順
）。

▽
小
野
久
枝
、
加
藤
愛
児
、
木

村
肇
、
塩
川
久
男
、
庄
司
徳
治
、

西
成
典
子
、
生
原
喜
久
雄
、
林

周
子
、
穂
積
憲
重
、
前
田
三
郎
、

宮
崎
修
治
、
横
田
弘

問
合
せ

環
境
保
全
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
３
６

今

後

の

保

育

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

検
討
懇
談
会
を
設
置

戦
没
者
等
の
妻
、

戦
没
者
の
父
母
等
の

皆

さ

ん

へ

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の

旧

軍

人

軍

属

等

で

あ
っ
た
方
・
そ
の
遺
族
の

皆
　
さ
　
ん
　
へ

虚
偽
の
戸
籍
届
出
を
防
止
す
る
た
め

戸
籍
の
届
出
の
際
に
本
人
確
認
を

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

小
川
町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

施
行
地
区
を
ご
覧
く
だ
さ
い

別
給
付
金
…
第
17
回
り
号
（
百

80
万
円
）
、
第
10
回
そ
号
（
百

20
万
円
）
、
第
４
回
ね
号
（
60

万
円
）
、
特
別
給
付
金
よ
号

（
20
万
円
）

‡
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る

特
別
給
付
金
…
第
14
回
を
号

（
75
万
円
、
12
月
１
日
で
受
付

終
了
）
、
第
19
回
へ
号
（
百
万

円
）、
第
16
回
ぬ
号
（
90
万
円
）、

第
14
回
よ
号
（
75
万
円
）
、
第

９
回
た
号
（
60
万
円
）
、
第
７

回
れ
号
（
60
万
円
）
、
第
５
回

そ
号
（
30
万
円
）
、
第
３
回
よ

号
（
10
万
円
）

※
対
象
は
、
戦
没
者
の
父
母
・

祖
父
母
（
養
父
母
・
養
祖
父
母

な
ど
）
で
す
。
戦
没
者
の
子
・

兄
弟
姉
妹
は
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。

問
合
せ

福
祉
計
画
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
３
７

わ
た
し
の
ま
ち

花
小
金
井
は
な
に
色

テ

ー

マ

カ

ラ

ー

を

探

　

　

そ

　

　

う

小
平
市
都
市
計
画

審

議

会

が

傍

聴

で

き

ま

す


